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表1.全β放射能の測定結果

単位:pCi/材

放射性じん採集時期 北 部 空 域 中 部 空域 西 部 空 域
年月 日 時 刻(離陸)

43.12.2吊

0丁:38

08:06

08:22

10:02

10:55･-58

12:00

12:5T

13:00

14:00

14:59-15:04

19:54-20:00

24:00

08:00

11:00

13:00

14:00

07:53

08:45

13:17

ヱ.

1.緒 官

1968年1:

ため忙,強放射

其の測定を行か

2.試料採取

1968年1

現し,全β放射1

イメークを用い■

牛乳の採取に

′-

1㌧･0

3.測定結果

水盤法にエる

〔つ各試料からは

かった｡

∠上土ヒ尋l肘㌧つしヽ



古･日本における13Tc8I帥sr の降下量

東京教育大学

気象庁気象研究所
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堆

泰
幸

宅
城

三
葛
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1.緒 論

前年に引続き日本の7地点(札幌,仙台･秋勘大町福臥東京㌢地点)の13Tca,90sr

の測定奇行なった01968年の1古℃8,90sr降下量は1967年把比較して増加をし心していも

この原因の大部分は1967年6月に行をわれた第6回中共核実験〔水爆)に上る成層圏降下物乃

影響と推定される0第6同一第8回中共核実験が日本における90sr降下量に与えた影響旺つぃ

て若干の考察を行なった結果把つき報告する｡

2.調査結果の概要

1960年から1968年までの1附C8,90sr年間降下量およぴ1968年1月～1969年

4月までの月間降下量を次の表1おエび表2忙･まとめてしめすも

表1.日本の7地点忙おける13℃｡,紬sr降下量

(単位:mCi/た腐)

t
.
.
ト
.
1
･
l
l

‡▼1I-

-･･t



第3の中共核実験(第6回)忙ついては･つぎの上うな影酌与えたことが報告書れてぃる｡

1967年9～11月把は北半球成層圏内の90sr量が約244kCi把増加し屯このうち帥
核実験把由来するものが78kCiであわIしたがって第6回核実験にエコて90sr量が約3耶

増加したものと推定卓れた(Krey:ⅡASレ210-○このょうを点から1968年の9聖r降

下量の増加の原閏の大部分は･中共の榛東験忙上るものであることは明らかであろう｡

第8回の中共核実験(永別が19…年の9聖r降下量にお上ぼナ影断つぃても今後検討奇
行左う予定である〔

4.降下性14cの濃度変化

串はハイ1

**単位･

2｡2 大気

〔装置

〔試料



一例として7ルコール中の14c僚直の年次変化を解析ナる(囲1)0第一次核実験(1945

～58)把よる14c放射靴1961年忙は早くも峠をこした感があったが･同年㌢月忙第二抽

実験(…1年9月～196か牢12月)が再開紬て反転し･核実験停止後2年軸した

1964年収最高値を示した0しかし近年漸軋･1968年鷹は19¢2年Ⅵレベル忙まで低下

したが･紬軸前の自然レベル=dp研亡arbon紅くらべ九ば30痴増であカI今後hか

把消長して自然レベル把到達ナるか注月ナる必勤王如｡
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大気中に含
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鮒I性核種の

斤}120頁
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2.試料採集

試料採集把

封定方法は,

ウノドβ頓ス

1968年1

3,考
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当直増加を示

2一丁日の中共

:1968年
の試料お上rメ
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1988年毛

エペクトロメー

ラノスの核英男
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2.調査研究(

2.1 フラン･

南太平浄

機会であ

核実験に

検出器に

る｡われ

かったの

大阪地区

に採取し
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65･2keVの∬線に上る光電ビータが顕著忙認められ屯これらのど-クは以後数回の円水

試料のスペクトルにも現われも図1は12月26日の雨水99J把ついてえられたガンマ笥

スペクトルを示すム

xl♂
H

3

lOu亡○エリJ乱

ヱ亡言

いかと推測竜

:1第8回申#

1969年1
110La なと

う｡以後数匡

ル中把も
18

験忙由来す

ユ.結 語

′土用したGe

ては不十分庵も

巧であった｡壕

l.緒 言

1964年4

年噴から地上把



70宙前痙であった｡

1958年以降の核実験忙由来する238pu土は,2a8pu/獅pu比奇3～4痴と仮定したと

き･丁-9kCiとなるoこの値はSNAP衛星忙由来ナる238puが1TkCi(成層圏内てn

酬値12～15kCi)と比較して約まであも

表12ユ9pu,獅pu,紬srの年間降下量等

ヱ39pu

〟Ci/撼

ヱ38pu

〟Ci/u

ヱ帥pu/90sr

頭

ヱ3さpq/239pu

頭

1958年3～12月

1959

19 60

1961

19 62

196 3

1964

19 65

196 6

ヱ.9

5.1

1J

l.6

6.5

丁.ユ

5.3

4.9

i.i

5.1

8.1

2.4

2.1

8.1

19.1

8.6

4.ユ

1.8

8.故

‡王長の6地点忙ま

軋大阪,福岡でj

疎意諾‡;器雷…
僧牛ら説明しうるi

Lオ･し,日本海サ
な瑠帥てい帥｡

その説明をここJ

リ′しルおエぴ

ユ､エび偏差は,1

ち川srの大気杜

.:.ユ闇係がをい上曙Ⅷ佃｡酢のメ

且 1



なかゥた｡しかし振動が日本の南東から到来したことはわかる｡

3)2メガトr級の爆発で1万血以上離れた地点でえられた初めての記録であった｡

り 全体の記録が1967年の中共核実験(1メガ抽扱.仙00･如のものとよく似てい屯

最大振幅0･06ミリ′しルは,多分2メガ佃扱核実験とぃう報道とょく符合しているものと

考えられる｡

5)2分周期肢の伝播速乾305メートル/秒は,中共の場合など把比し小さ叫｡これは速度

が風に影兢をうけるが,商お上び北半球の偏西風帯を逆行して重た放であるためと推定卓九

る｡

表11968生フランスの第5回頓実験忙上る徴気圧振動

1968年8月25日 03時ユ0舟日本標準時

稚 内 釧 路 秋 田 東 京

発振時刻
(日本槙準喝

周 期l(部

長大振幅

(キリバール)

継続時問 ㈱

フアンガタウフ7

からの距離帥
(ルムロ丁+25血)

伝搬速度計算値
(メートル/砂)

13時2丁舟
漑迷ゎ不良●

一-2舟･-

(0.06)

10.949

(316)■

不 明

10.¢41

13時24舟

･-2舟

･-0.5舟

0.0さ

10,828

304

13時15.5舟

･-2舟

･-0.3舟

(0.05)

10,¢83

304

Auヨ･王5切

(り

Aug･乃一6

(2)



10.放射能ゾン デ

気象庁高層気象台

乳 井 鉱 _

1.緒 呂

放射能ルデは上空のr韻を直接測定することを目的とするゾンデであるが,昭和29年ビキニ

の囁実験を契機として,石井千尋先生の発案忙上知開発が始められ一基礎研究の段階から実用甜

の段階把移る把あたって当気象台で実施ナること忙なってからはや10年を経過し屯その間,定

められた予算で飛揚回数を増加するため,ゾツデ価格の低下年目的とする簡素化や読取計算の手技

と労力をへらすため種種の方式を試み･結局教程の塾のゾンデ舌てがけることとをっ屯

まだ問題はあるが,今せでの経過を報告して今後の改善のため忙ど指導をお願辛した鴫

2.調査研究の概要

2.1放射能ゾンデの型

今日せで把使用書れた放射能ゾンデの型名とその特性の大要を乗1忙,ブロックダイヤグラムを

図1忙示すも

T塾は,当気象台で実用試験を始めた最初のもので,計測数の積算値をモールス符号に変えて

伝送する方式をと少,比較的低高度用で相生も伝送の書い若干低下する｡

PAS~4塑は･10伸も功以上の高高度屠目標として作られたものでパ汁剰パルスの壬を
伝送してくるものである○伝送上の誤差も少なくI全体を密閉容器陀入九て1気圧に保ってあ

るので･上空での高圧リーク等もなく･一番高性能のものである0しかし,値段が高く,重量

も大きいので,飛揚同数は制限を受けるし,取扱も大変である｡

PAS-5型は,売電の減少と値段上昇忙対処ナるため,全体密閉をやめて高圧発生お上び計

数回路のみを密封L･他はシリコーンゴム等の使用に上里リークを防い屯また,伝送チ十ソ

まルを1r訂相良へLl 信二半玉の菅前古レl肯赫 _ 了古縮刀転地盟ゴL鹿R∃I_rづ｢と=ノし■｣■⊥1 ｣L
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[u･･軋.計画

1≡9き

図1(l) RAS-▲型
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11.ダストサンプラの型式と集じん効率の

相関に関する対策研究

ろ紙式集じん器と電気集じん器の性能の比較

近農大学原子力研究所

○木 村 桂一郎,

森 嶋 弥 塵,

河 合

郎

子
秀

針
妙
高

口

賀

田

宮
古
本

西 脇 安陣

*近戟大学理工学部

**東京工業大学

1.緒 口

放射性浮遊じんの測定は放射線障害とく忙内部被曝に上る障害を防止するうえ把きわめて大切な

事項であカ,原子炉施設,RI施設はもちろん,核実験等把上る大気中放射能のモニタリンダを怠

ることはでき左ぃものであも このエうを放射性浮遊じんの集じん把は各種の集じん装置が使用さ

れるが,現在ではろ紙式集じん器おょび静電式集じん器が多く用ぃられてぃる〔しかし同地点で同

時に両集じん器を働かしてえた放射性浮遊じんの濃度の測定値の間忙は必ずしも常に一致あるいは

一定の比例関係があるとは限らなhそこでI両集じん器を用ぃて同一環境条件におぃて大気中の

放射性浮遊じんを採取し･水置換法に上って実測した流量と.その値から算出した放射能溝藍を比轄

検討するととも把同一環境の浮遊じん町粒産分布を粒度分布測定用集じん器を用いて測定した｡

2.調査研究の概要

2.1放射能調査研究の実施場所

口上少ポンプ■

が遠心力忙工

托卓托そゥで

王22 放射能刺

a.GM計数其

b.デジタル間

亡.双眼頭徴儲
d.小型ビラム

e.水管式流眉

王3 寛晩方法お

:3.1集じん署

比較ナる集L

れの集じん寄

れるので,嘲

ム風速計をP

O.113を亨

静電式集じノ

間係であ少一

入卓れてぃり

関根法で実可

武張じん器J

器の′リブ■

し,ろ紙式∃



濃度はほほ45産直頼の近く把分布しも

ヱ3.3 大気

分布削

ろ紙式お

忙上って

場所で,

ん器忙上

大気中のこ

粒子の大

判定した妄

じんのほ

以下であ･

用集じん三

さ把対応

遊じんの]

3.結 語

ろ紙式集じノ

器とではその∃

なってぃるため

布に上っては両

てくる｡すをわ

け東洋ろ紙軋亡

ん粒子摘ほとん
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12.北海道における放射能調査

北海道衛生研究所

○安 藤 芳 明,佐 藤 洋 子

最近放射性降下物砿よる環境放射能汚染は■上うやく下火忙最少つつあるがI原子力平和利用に

上る原子班電所などにエる汚染間酎;クローズ丁,ブ卓れて垂転上って･これ把備えて平蜘

環境放射能レベルをは掘しておく必雪がある○今回はI北海道忙おける最近5年間の鮒能調査の

結果をまとめて以下報告する0

2.調査研究の概要

2.1調査試料調査対象.採取嘲㍉その他恵一括して兼1把示も

表1 調 査 対 象

調査試料

雨雪 水

降下物

上 水

採取場所

札 幌 市
(当所〕

同 上

札 幌 市

稚 内 市

採取おエび測定方法

採雨器忙エる定時採取

大要水盤法

調査回数

降雨ビと

月1回

同 上

備 考

雨水,ちタ

源水

いt.一.一...■i一†iT●

t
l
J
什
u
l
-
1

中汀

矢印は核実験の

国1.雨昏

の粗

ヱ.ユ.2 上水中の

忙おける上オ



斜♯部分は札幌価･余白鮒■土全国平均伽京ナ○

図4 土壌中のストロンチウム90推

推移

点船主会耳平均♯セ示ナ｡

図5･牛乳中のストロこ′チウム90推移

(札幌市)

上 水(源水)

七 娘(草地)

牛 乳(原乳〕

2 制定方法

試料の調製ま

モ四才能測定陀丑

(500dps

ニュ 成 続

定時採水に｣

している上うも

今軽度は12一

同行奄われてt

千i水は107

195pCi/

PCi/∫で平

年度の成績で

上水は秋田

原水で,6回

pCi/′の節

/′である｡

ニヒ墳は表1

のものと11

/摘と267



兼2.食品類の全β放射能

試 科 名 採 取 地 測定回数
pCi/g 生

平 均 値 最 高 値 最 低 値

鯛 (皮,肉) 男 鹿 市 2 0.02 0･03 0.01

唖 ( 〝) 秋田市〔蕃殖) 2 0.14 0･15 0.12

タ ラ〔 〝 ) 男 鹿 市 2 0.22 0･23 0.21

0･06 0.05
ハタハタ(〝) 〝 2 0.06

牛 乳(原 乳) 秋 田 市 6 0.04 0.0T o.01

キ
ャ

ベ ツ 秋田市,琴浜村 4 0.02 0･0T o.00

リ ン ゴ 花輪町,平鹿町 4 0.04 0･07 0.01

米 秋田市,本荘市 4 0.08 0･10 0.03

111

昭和一息年t
■

1争 ■

■
lO ■

■
ll■

14.

l.緒
召

本県忙おける･

昭和43年鹿･

2.調査研究の

2.1実施場所

県内12か

2.2 設 備

計数装置E

サーベイメ

島津炎光男

2.3 試 畢

委託分･

県独自一

送付試料･

2.4 試験方竜

試料の前史



｢ぃか｣13.1pCi(31.3pCi)

｢かき｣21.6pCi(138.5pCi)

本年ユタあらた把調べた｢海苔｣は10･7pCiであったD｢牛乳｣は54･6pCi(649

pCi)一｢米｣は24･TpCi(27･2pCi)であっも

横領分析のため試料を調製し･送付した件数は,前記のどとく30件であっもその結祝

表1のとお少であも((財柑本分抑ヒ学研究所で舟析j

表 1

区 分 地 域 単 位

雨 水 ち 少
mCi′たか年

｣二 水

牛 乳

成 人

子 供

月平均
0.18･-1.01

月平均
0.02･}0.1

0.15･-0.22 0.06･-0.10
pCi′′

月平均
4.2 ･-8.9

月平均
13.6･-2

3.1･-6.6 13.4･-32.8
pCi/f

5.¢ ･-6.2 1丁.7･-15.9

a.8
･-4.9 9.4･-14.6

pCi/d/p

15.

篭 昔

1968年4.

rも

王 椚査研究の

:l調査対象

雨水,淳二

:ヱ 別定方式

試料の前

蛇制定は日

乙3 測定結果

三3.1 雨

雨水の月

平均値は0.

pCi/J,

196丁年

兆の第8恒

一方,月



▲ 5 ● 丁 ● 0 1011柑 1 壬 き

(1日書)
(1日9)

図1･雨水お上び浮遊じん放射能の月別経過

:ユ3 陸水おユ

曙水おエロ

針定結果忙月

は牛乳,米,



2.ユ.5 土 塊

測定結果を表5忙示ナ｡

表5.土譲の全β放射能

種 別 測 定 故 乾土1タ当少 pCi mCi/闇

裸 地 1
u

1.22 丁5.丁

2.3.6 空間線量

測定結果を表6把示す｡10回の測定平均値は丁.丁〟R/hrとなゥてお少,1987年の

6.3〟R/hrとほとんど同レベルであっ転

乗6 空 間 線 量(〟札′hr)

測 定 数 平 均 値 最 高 値 最 低 値

10

ロ
丁7 11.6 4.9

a.結 語

3･11968年鑑は中共の第8回横乗験の影智が出現せず暮1967年に比故して雨水,浮遊じ

ん放射能はいずれも約1/2 把低下した｡

3･2 その他の各種試料把エる測定結果は雨水お上び浮遊じん放射能の低下把対応した減少はみら

試料採取おユ

正一198ヨ

_196ユ勾

l告β放射脚

長城県にお一

三nく,196｣

となり,検出野

中共は191

七かった｡か

菜1は各種≡

河川水町掛

ると,新川の

つ下水,排水

原子力施設

がそれにつぎ

所の材試料討

その他農竹

は1967年

ヱ2 空間線量損

東海村周辺

れず,19モ

輯な示す傾げ

大官の農林う
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表乱各種環境物質中の90srI137c計濃度の全国

平均値と長軸平均値(1968年庇)

区 分 地 域 帥sr 1即c$ u

単 位

雨水･ち少

山

i全国

f茨 城

1.22

1.22

1.67

1.丁3
mCi/鳥J/年

浮遊じん至芸芸
1.90

0.90

2.84

1.52
pCi/扉

源 水

.__⊥

l全
国 0.41 0.05

pCi/J茨 城 0.15 0.03

土 塊

(草地)f

全 国 20.5 34.9

mCi/庵｣茨 城 6.2 12.2

(野
菜

全 国 31.2 19.7

pCi/毎生
佗うれん革)

茨 城 1丁.1 15.5

牛 乳

全 国 ¢.4 之0.8

pCレ∫京 城 3.丁 15.8

衰4･海洋生物中の放射性物質濃縮係数

(1967年,196

魚の90sr漣

額忙上って大き

れないが,
lユ丁

ヒラメ,カレイ

萄の底の方忙棲

高い値で.譲席

い値となった○

貝はハマグリ

間忙大書を差は

った｡

海藻は丁ラメ

方がフノリ等轟

濃髭が高く濃轟

い値を示す傾申

ユ.結 語

雨水,落下じんl

における放射能は

はみられなく,車

に航お印sr,1

ロ放射能が検出甘

東海村の動燃#

されたが,いずれ

施設は,今後とも



乳をど把つぃて実施して鴫こ射ち恥部は･剛咄2月上蛸学技術委託軌

抽えて行なって鴫盲ら鴨単独事業として昭柚年度から乗凱てぃる核種分析帰

して放射性降下物把上る環境放射能汚染抽関連を調査ナるため把･埼玉県虻おける主賓蜘て

ある狭山茶謹乳おょび乳牛飼料㍉薬類,穀類など中農富軸把つぃて帥srをらび忙1"cl

紬･調査研究摘果把つぃては･関係軸如如欄定の品種の経年的推移をど把っ叫

2.今芸芸蒜芸芸孟豊年鹿鴫凱た莫柵酢つぃて軸ナる｡2･1試料採取地料払年間採取回蘭憺どは表1峠したとおカである｡

表1･昭机=年産放射能調査薬務一覧表

種 類

定時雨水

定量雨水

採 取 地

大官市

大宮市

町

市

市

上

巣

口

野

鴻

川

′

-
Jt･--し

村

｣

里

l

上

が

′■一l一t.一.

採取固=数 業 務 内 容

降雨毎

降雨毎,但し続

日の場合は除く

期間内 2回

〝

〝

全β測定

全β測定

全β軌定

全β測定-

全β測定

備 考

城東測定を行なう串

〝

貰
l

葉

軒 菓

頂 乳

乳牛用脚

軋翫飼料
浮遊じん

日 常 食

軒甘l■

腎
h
い
_
■
■
■
ロ
且
‖
L

l

｣

■-･■

｢
【
.
.
.
.

入

所

所

児

岩

新

∫l
√!く･--し

(二≡≡江1

江`

江

大

‡≡
注 魯は
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放射性降下物にエる放射能汚染は前毎度堰くらペて陸水牒盲動とも鴫常絹哨靴卜

帥srぉょび13Tc$は牒山茶では前年産とほとんど同じ値であ少I昭和38年頃町約レ㍗

汚染度が昭和41年頃から断て鴫米酢つぃても茶葉とほとんど同様な傾向漸層始ら鴨

乳牛飼料では配合飼料は時期的把差潮帥が･租飼料仕種瀬腫上少,またI触時如上佃†

埼玉倶の農業経営が最近急速把変化してきて･鮒人口碩少にとも帥そ薬類栽培から融.

園芸把転換してお少･せたト県南部の農村地帯鴫散忙都市化帥つつあるのでI放射能調査の司

象も必然的旺盛村中心だった今せでの業務内容から脱皮して牒状把凱た方向の調査確かえぎる

をえ在hのでは丑山かと思われる｡

18･乗京都における放射能調査

東京都衛生研究所

木 村 康 夫,三 村 秀一

酉 層 進

東京都では,昭和32生り牒学研庁からの委託で十年種陸水個よび鮨の放射能調査を挺

続しているが･今回は昭和4ほ鹿の調査積層丘報告すも

2.調査研究の概要

現在委託されている諾料は.弟1のr⊥′サ 他心Ll_山.｣_ _.▲
-._‥

2.2 測定結果

科学技術

めると表2

丑 2.



表2略下水処理場睡放枇が･多少絹値を示してぃるが･例年硝向も同様で潮如

物那上る汚鮎は考えられ帥○穂㈱把,車重吐特記ナペき異常は認められ払拭

1鼠 神奈Jt順における放射能調査

神奈川県衛生研究所

石 井 尭 二■ ′ト 山 包辞

昭和43年産把帥ても科学技術庁委託おょび県早出座業として諸種咄射能調査を軸しも

本年度は中共忙おぃて桟割酎吋回=削回昭和4沌12月27日)行細れたが,本県払

ぃてはその影響はほとんど認められなかっも

1.調査対象

調査対象は表1把示すとお少であるD

表1･試料の種類と換件数

!巧 水(定時

〝(定食

ヒ ー

下 ･

天水(未ろ過

胡
ト■J

何 It一

旬

牧

軒菓(大根集

中

取見藻類(ワ

土 壌(瀬

〝 (葛

揮 遊 じ

空間線量(尋

20.



凱採取又は測定場所別放射蜘碓

種別･品名

雨 水(定時採取)

採 取 又 は 測 定 場 所

名古屋市 愛知県衛生研究所

遊 じ ん 〝 〝

雨 水 ち 少
豊橋市 農林金銀

岡崎市 西三河事♯所

一宮市 一宮保健所

ん
水
水
水
物

じ

ん

ー

で

J

下

眈水

落
上
河
下
下

水

海 底 士

土 塊(草地)

土 壌(裸地)

牧 草

犬山市 名古屋高上水道取入口

豊田市 四部(央作川)
名古屋市 堀留下水処理場

〝 〝

伊勢帝
′巨跨谷沖

〝 木骨川口

〝 名古屋港

〝 小

〝 木骨川口

渥美郡赤羽根町卜漫糞牧場)
〝 〝 ( 〝 )

〝 〝 ( 〝 )

牛用お上び平均

･ミニ 月 日

6.2已

4110.1丁.
__∴

14. 5.

t4. 6.

14. ¢.

14. 8.

3.12.

13.10.

14. 2.

14. 1･

14. 丁.

9

8

9

1

5

2

1

1

3

2

ヰ4. 8･15

り. 8･15

44. 8･15

44. 5.

43.11.1

43.11.2

44. 5.1

44. T.



21･京都府における放射能調査

京都府術生研究所

浅 見 益青郎,江 坂

北 沢 弘一郎

われわれは1957軸釆雨水･陸水･各種頂点等環境軸射能汚染につぃて調査を継続して行

なってhるがI最近大規模蛸実如停此上㌢雨水中綿射性降下物畳は数年前把比断れば非

常灯減少して鴫しかし軸中の放射能レベルを常世把凱ておく必要があるので,1968年

4月上少1969年りほで科学櫛庁帽託調査おエび当所独自町計画忙上少調査を行なった食

β放射能の測定結果につぃてその概要を報告ナる｡

調査の対象は前年と佗ほ同様で∴主として拙性降下物の測定忙重点紬呵行をっ転測定式

科蛸数は342件でその内容は下記のとお少である｡

上水憎水)1か所12･上水(給水栓カ=1か所12･河川水(鴨川水系)3か所12,琵層

湖水(東西両削2か所12･雨水1か所1=･浮遊じん1か所72牒下じん1か所41,牛

乳(原乳)1か所6･茶糞3か所12･餌離別･土壊イ2屑14か所12,

吋別把核種分析用の試料としてt上水･月間採取雨水･ち少･琵琶湖れ士軋日常食牒乳

につぃて35件をそれぞれ前処理れて(財川和析化学研究所へ送付した｡

2.2
‥測定方法

⊥前処理･放射能測定吐科学技術庁編｢放射能鴫法(1963年り｣の方法把従って行在っ
2.3.2 陸 水



定時採岨る両軸放射能は棚減如傾舶示した価M月坪埼降下柚
寝で軌季節的咄認柑ず斬畳む増減は雨竜堰よる影響と恥九る拍間降下†･:

78･04mCi凋と椚,降雨加増加と蜘前金上摘少して叫1966軸

1/5であった0〔園2潮卜12月27日虹技中共の第8回触馳桁軸九たが,モ

I水･靴ん･酢じんとも平常値と変らずその影響略記められ払っ転
け亡l/u



である｡

表1. 試料一覧表

試 料

雨水･ちり

〝

雨 水

浮遊 じん

上水(源水)

蛇 口 水

河 川 水

下 水

海 水

腐 乱

日 常 食

土 壌

河 鹿 士

採 取 場 所

公 衛 研

公 布 研

公 布 研

公 布 研

淀川･庭建浄水場

公 衛 研

大和川･国豊穣

津守･中浜下水処理場

大阪港内 2 か所

能 勢 地 区

千里･八尾地区

枚 方 市

淀川･鳥飼大橋下流

頻 度

1カ月把1回

10日毎

降雨 毎

月 3 国

毎 6 回

年 6 回

年 6 回

各年6回

各年3【司

年 6 回

各年3回

2サンプル年1

年2 回

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0



2.4 その他の試料:

43年度忙おける,

その他の試料につい

ての最高慣,最低値

平均値舌表2忙示一㌔

特把著しh放射能の

変動比認められなか

った｡

Iユ

】
l

l

川11Il量Ilふ暮2l轟 一l=･一丁■･lm仇山川

国3.浮遊じんの放射能

表2･陸水,海水･原乳I士魂I空間凄丑率の測定値

(43年鹿)

測定対象 単 位 最 高 値 最 低 値 平 均 値

t 繕 青

田ロ48年9月エカ

1調査研究の概要

已l調査対象

雨水.雨水･ち上

巳2:軌定方法

試料の前処理お｣

已さ 調査成績

本調査潮間忙‡叶

定位を襲2忙示しブ

軌定値忙その影司削

月 別

1968年9月



表已 陸水.鼻音産物等の放射能

試料 単位
l1968

9月 10月 l1月 12月

1969

1月 2月 8月 4月 畠月 6月 丁月 8f!

まり

■-･･･-･-■-

■

上 水 pci/瑠
LlO 且5 皿05

-165 一札5岳~

天水
Ⅰ 〝 邑48 丘4T 鼠78

Ⅱ ∫ 瓜38 已65 1諷56

河川水 〝 且94 1乱92 て4T 108

牛 乳 pci′句
m36 且16 吼54 瓜80 皿aら 瓜23

牧 草 ∫ α6a
一札T6

乱丁8 瓜2T L15 m百石

米
Ⅰ ′

L68

■■■-■■■

【
Ⅱ ∫ LO4

l

土 ♯ ∫
122 え52

海水

Ⅰ
pci.瑠 143 且99 LO2 且Tl

Ⅱ ∫ 吼5丁 皿88 且き9 乱丁6

Ⅱ

空間線量
l

∫

幽r 10.98 11T6

且66

1119 1106 111†

皿94

1瓜80 1m8き l且33

皿0丑

1且52 11.8T

~丘~91

1L13 1~iol

各試料の採取または測定場所:上水:神戸市(千苅).天水Ⅰ:神戸市(高取神社),天水Ⅱ:

川西市(能勢)･河川水:武風II･牛乳.牧草,土塊:明声市(兵庫県農業試験場).米:明石
市(兵庫県農業試験場おエび豊岡市).海水:神戸港内8地点.空間線量:神戸市(兵庫衛研)

24 岡山県における放射能調査

ウラン分析は､

j†附属螢光判定箋

ユ2 =結
果

已已1陸水の全｣

雨水の全鋸

なわれたが.･



草地忙つぃて全β放射能を判定しも○～2甜層ではa9pCi/ダ.2-10甜層で已O

pCi/タであっ亀

已且4 空間線量峯

て6～a4〝R′h-であれ前年とほほ同じ値塵示し･頓実験忙上る影響壮ほとんど認めら
れをかった8

已之5 ウラン分析

河川水中のウラン濃度は表1忙示しも青井川ではウランは検出卓れをかったが-この上托

の河川(源流)である弛河仙中津河川ではぃずれもウランが検出卓れた｡

衰L 河ノーl水のウラン凛鹿

河 川 名 ウラン濃度(J丹/β)
6月 9月 1壷~月

弛 河

川言霊
て9 且a 已l

且 g 乱 6 已8

中 津 河 川 1吼4 且5 1已1

青 井 川 吼0 且0 且0

土壌のウラン濃度は･天王t赤和風中津何のき地区で畑土袈忙つぃて分析を行なぃ,それ

ぞれ･凰7～已7Jlダ/ダ(風乾物).乱丁-1叫グ/タ(凰乾物).邑T～丘叫ダ/ダ(凰乾

物)であった｡

野菜のウラン濃度はt土壌と同地点の野菜忙つぃて分析を行恕ハ,吼0～瓜2〟け/ダ(灰分)

であった｡

王且l雨水お上び

測定値の月別

雨水測定回数

lいちカ ∫ ∫

注)雨水の測定

雨水は4月か

水盤忙エる雨水

示した｡

充封.調査#

ユa2 陸水.食掘

削定値の範囲



陸水･野軌果実および牛乳忙は前年と同様佗とんど放射能計認めなかっ転

土壌中の放射能を8月と=月に副定したが･8月が高h値を示し屯ユまた1hザれの拭

も0～20甜屑が0～古畑層の2～且丁借を示し払

ウラン鉱山下流の河川水お1ぴその近くで栽培紬た梨のタラ増有畳を軋定したが.h･r

九も住ぃ値であった｡

これらの測定結果は表2忙示したとお虹特記ナベき異常値は認められ紬っも

瑚査期間中にt中共忙帥て核実験がl画集鮎れたが･雨水忙も影響壮語也られず■鰍壬

陸如上び鮎中の全β放射能壮前年と同胱とんど削られ払ったが･土壌中庇壮高嘲

能が認められた｡

また･この年鹿から機器忙上る牛乳中の1量lIの分析おょびモニタリングポスト把上る空間削

の判定舌始めたが･紬･日が浅く■今後測定を継続し■その成果をあげたh｡

2占 福岡県におけ古放射髄調査

1 緒 言

福岡県衛生研究所

森 彬,森 本 昌 宏

前年度忙引きつ如て科学技術庁礪託菓酌主体忙･県内鋼丸陸水･土嵐鮎忙ついて放

射能調査を行なっ九っ48年庚申印共の第8固核実掛行弛れたが･その榊は認められ抽

_
｣｣

托永年月日

柑 も 望4

丘 26

8 ≡川

l吼 30

1且 28

1上 巳 28

已已さ 土 壌

前年産とl可

で深さ2甜咤

ユa4 各種食品

県内産の水

車で.測定値

試 料

鯛 (肉

′ (内ぞう



表札
二義産物の放射能(生体中一cl/り

試 料 採取年月日 採 取 地 未 洗

■■■■

水 洗
皇

大根(根)
H

4al126 福岡市大字周船寺
■■■■■■■■■■■■■■-

ーαl± 且1

∫(葉)
∫ ∫ 瓜2 ± 瓜1 吼2 ± 且l

･(根)
4 4. 110 ■ ■■■■■■■■■■■■■■■-1■■

=±且l壬

･(葉) ∫ ■ 瓜9 ± 乱l 8T± 且l`l

∫(根) 4 al已 9 粕屋郡志免町 ■■-■■■■■■■t 瓜2 ± 皿l

･(黄)
′ ′ 瓜8 ± 且l 瓜5 ± 且l

′(根) 44. 18 0 ∫ m2 ± 且l

∫(棄)
∫ ∫ 11± 瓜1 且4 ± 瓜l

ほうれん草 4 al已 5 ′ m†± 且l 吼3 ± 瓜1

′ 4 4. 已 5 ■ Ll± 且1 12 ± 瓜l

∫ 4 a12. 9 福岡市大字周船専 吼5 ± 且2 82 ± 且2

∫ 4 4. 117 ∫ 乱丁 ± 且1 αT ± ml

′j､ 麦 4 a て 8 0 筑紫郡泉紫野町 血8 ± 且2

∫ ∫ ∫ 仇5 ± m2

′ て 3l 柏屋郡新宮町 n6 ± 且2

米 12.18 筑紫郡筑紫野町 且5 ± 且1

∫ ∬ ′ 瓜3 ± 且1

∫
H

44. L10 柏屋郡新宮町 乱さ ± 且1

州問は瓜6～五†

三月29日忙234

鼻通が細っ払附
け月日で象らmC

*

襲



月別降下量吐表3忙示ナとおカ最高が古月の=mci/帆最低が=月の14mc柵-

あゎ･第8回磯撰験の影響はほとんどなかっも

浮遊じんの月別平均値は酎忙示ナと叫最融ミ棚邑2叫i/材卜最低が8月のLO9

PCi/材 であった｡

表a雨水の全β放射能(定時採取法)

降水量一陣下畳採取
年月

冊≠m叫蕗 回数

平均強度

pci/瑠

農高強度 最高降下量
●

mci元㌃
且93

已44

且46

乱丁2

且95

105

4且4

5

6

T

8

9

6丘5

1115

30丘9

334.5

き良6

14α丁

4.8

4.9

且5

a5

l.9

aa

T

蓼

12

12

4

8

T瓜6

318

8a4

1昆丁

き且l

4且○

も26-2T

邑2-8

丘1a-14

てT

且26-2T

諷19

Pl/1
14a4

6aき

14且2

6邑5

52.6

丁且0

降水月日

岨26-2T

邑2一古

丘古

t28-29

凰26-2丁

鼠2T-き0
10

11

12

44.1

2

a

9昆9

5邑0

11且4

9鼠5

6鼠4

84.8

已2

L4

a6

已2

1.丁

已5

6

4

12

10

阜

11

4乱91皿2T-28

2て41110-11

5乱丁lえ29

き屯き1T

2丘6え1l

41き且4

8丘4

3諷5

2きも0

18丘0

き邑2

1且7

lL5

1え25-26

120-21

且4

且7T

且55

n88

吼681

瓜82

*6時鞭正値

10昆0 且18-19 且46

衰岨 浮遊じんの全β放射能

｣

｢

一......､-霊--1一.11

1喜･一･･■･-

ミ ニセ水.食品.

13年庭中忙虫

ヒ水(源水)

柏(源■水)

入水(来ろ過)

事二.水(来ろ過)

潅 水

牛乳(原乳)

堅実(みかん)

肖 産 魚

汽 水 魚

且

喜土壌(0～細)

土塊(0～2肋)
[海底土(川口)

海底土(外海)

* 放射能強



已1 調査対象

雨水.陸水.土壌.農畜産物.魚且藻類など161件

已2 =測定方法

試料の調製および判定は科学技術庁編｢放射能測定法(196a)｣忙したがっも

計測器払神戸工業製SA-20･富士通製S▲-250を用ぃ,GM管は神戸工業梨Gltl

a2▲およぴ131Aを使用した∋

a合 判定結果

已al 雨水の全β放射能

定時採取忙上る雨水の月別推移を表1把示しも月別横井降下量は6月が最も多く､つぃてT

月･8月が多かっ転12月は最少値を示し毎年間積算降下量は64･amCi/取材で前軸

の白鼠1mCi/k材と比べ碗少した｡

=年12月27日･中共で枝葉鮎桁をわれたが･その影響は全くみられなかっ屯

表L 雨水の全β放射能 pci.

年 月 測定数
平均値
pCi/必

最高値

メヨレ坊
最低値
甚レ瑠

雨水把上る月間

降下量mciノ査扉

5丘9

15丘1

46丘T

46て8

11ム9

2010

き已7

裏‖.食品の全β放

求さ忙各種食品

牛乳忙ついて

平均瓜21pCi′

たが.汲水は滅少

一′一1t--↑‡1I･

-
11-･1･I一-

毒1Ll-･--暮

∃

■

毒

-

源
原

′
l
′
し
茶

道

乳

水
牛

大

海水魚(きびなi

汲水魚(こ し

且 (あ盲｣

海 藻(あか

1結 語

今年度は期間中中

下品比減少し,食品

ちった｡
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ユ11雨水･ちカ

月間降下量の剋

瑚たつうじて4･

瑚ま掴s-が且12

m｡ntb(吼09
みると.年間降下

瑛忙高い県は･秋

各県であった○

ニュヱ 上 水

前年度とほほ声

値を示している○

王已古 土 壊

調査対象は11

脱した｡測定揺さ

ユ已4 牛 乳

全国平均は帥

pcり瑠で前科
的忙は.90sr

値を示した｡

ユ已5 日常食

表1忙示した

13Tc.がヤヤ侶



已已10 茶 葉

埼玉.静臥京都の各4試料忙ついて調査した｡帥s･は平均a14(180～45T)pci/

好.糊c8は2a9(142～409)pci/如 で前年度よカヤや低い値であっ転

50 自然放射線ならびに放射性降下物による

外部被ばく線量¢評価に閑ナる研究

理化学研究所

浜田連二, 和田雅美t O岡野真治.

出雲光一, 高橋 且. 加藤武雄

1 緒 言

環境放射線の外部線量への寄与を評価する場合.その鹿田となる要因(練源)忙もとづいて評価

することは一般忙幽難であって.実際忙は.測億器忙上ってえられる各種の情報から環境放射線の

特性を調べ■それらを解析ナること忙エって評価ナること忙をる｡.この場合.えられた情報と線領

との関連忙つぃて必要かつ十分な資料をうることが問題の解決に重要である｡この間在に関してナ

で紅主としてシンチレーション㌧スベタトロメータ,電鮭箱を用hて測定を行売った｡自然放射線忙

エる外部線量の寄与については宇宙線おエび天然放射性物質忙上るものをそれぞれ分離し測定が行

をわれた｡一方放射性降下物に上る寄与は核実験がほとんど行表われてい左いので月間線量は約

侃2mRであった｡しかし.このうち忙は昨年のフランス.中共の壊実験忙よって生じた95z.-

セデータ処理方酎

ユ 巧 哲

郎て行をわれた扁

甚.一方一利定番のコ

鮎瑠帥如体では轍
軒は･年間ほとん

¢即現在忙対する放

1

2
二
3
∴
塵
■

5
▼
広

-
8

9
0

1

1

1



古1地表の放射性核種の濃度のばらつきとr繰照射量との関係

日本原子力研究所

笠 井 乱 松 下 粧 三

地表面からのr棉照射凱･その地中および地表面忙存在ナる放射性核種の浬鹿と蓄積量把糾

する｡それゆえ･地上忙おけるr藤原射畳の評価は･測定器で軸した値からもとめる方法(内在

法)のほかにt地郎存在する放射性核種の濃度と蓄横畳をもとめ･その値から照射量を計射る

…至芸三‡孟£芸警警工芸孟芸≡≡冨霊芝子≡芸這妄語≡芝芸孟諾冨≡開の地表恥夕
直接法と間接法忙よる測定結果は約50軋以内の差で一致してぃる0しかし,両者の間忙は,把

形および地質舟乱すなわち一放射性核種の分布の不均一性など忙上る差が影響してくる｡こ卵

でとくに同一地質内での放射性壊種の均一性忙つぃて調べ･同一地質内の間接法忙よる照射量如

判定結果の代表性忙つぃて検討した｡

方法壮地質調査所発行の地質図で卦配れてぃるt関東ローム層と丘砂の2カ所のひらけた荒地

をえらぴ･それぞれ直径100mの円内から一定間隔で21点の土塊を採取し転この土盤試料中

のTh･ロ･Kの放射能漁鹿と放射性降下物(糊c■)の蓄横皇をr線スペクトル分析忙よってもと
め仁照射量率を算出した0一方この円の中心点忙帥て･Ⅳ=シンチレーション検出器で-r碗

スペクトルを測定し.照射量率をもとめた｡

a 結 果

土壌中のTh
■

__~~~⊥
▲

U･長一…c轟の放射能濃度と蓄棟畳軋21点の平均値を標準偏差とともに表

.郡長の核種執阻
うに.さ♂忙入るj

密､即位種であれ
王0虜以下である】

甘向は天然の核種

モしめしているo

｢ると,実測値は

し,ているが.計

して点があるのは

?癌のあらさなど

tしつと思われる｡

このよう忙,同
視鳩にエる照射量率

境地凋拙.鞘
`て99節の信頼感

といえる｡またこ

芳-一項以内忙入る胡
I5節信頼度で丘

:了-ム屑では4.

tわち.同一地

､-･㊥を採取して測
=椙権もとめ

肘的な値とみる



た四臥九州西部忙ついて･前回tで忙測定したが●今回は九州地方束半部匿おける測定を行な【

も

L =刺定地点

人口密度･地質分布･測定地点密度を考慮したうえで測定地を遠定し転今回の測定は人口酌

の高h都市部を中心として55地点以上で行走った｡

測定地点は周囲の開けた広い平坦地で.表面忙土が昇出しているところをおも忙選ん亀
已 測定器と測定方法

測定器は20甜¢,a叫細球型ブラスチック囁嘘軌振動容量電位臥記録計の組合せ.3■

¢x㌢Ⅳ且Ⅰ(T戚)シソテレ一声と線量革新.記舟計の組合せ.ならび忙1〝¢×1〝NiI(T射

シソチレーク付サーベイメークである｡

線量壮プラスチック電鍵箱の測定値で定めるが･これは判定に時間を摩し●測定点が多くとれ毛

h充どのため.8〝¢×3〝Ⅳ且Ⅰ(T一郎何級豊率計とサーベイメータをおも忙使用した｡電離箱と
他の測定器の同時測定による比戟を行ない.サーベイメータ等忙上る測定はその関係から電離箱の

値に換算した｡

測定器のバックグラウンド測定上の誤差吐.棲準偏差で電離箱忙つぃて±a5軋以内.サーベイ

メータ把ついては±4痴以内である｡

判定器壮標準線備によ少各地点どと忙チェ,クし.今回の判定では儲加はないエうである｡

測定は地表からImの高書で行なぃ.降雨時を避けた｡

測定地点内忙5点以上の測定点を可能なかぎ少えらぴ.測定地点内の異常をかたよカを避けるエ

うつとめた｡

a:結 果

九州全域ならびに九州各県ビとの線量率平均値を市乳郡部どと忙求め転

ヰ舟泊購音借平ゴ白の付点拙_1亜川野｣｣確l帖き丞古JI戸田庇むr一rl∧rrま蛤寺よ■ト1
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吉4 ウランの環境汚染に関する研究(弟4朝)

河川におけるウランの除去因子

岡山県衛生研究所

山本隆志,増田邦義.北村直次

1 緒 言

われわれは1963年よカウラン鉱山周辺忙おけるウランの環境汚染につぃて調査研究を行なっ

てお力.その一部はこJ.恥d.R¢与(9.92(1968))誌上忙報告した｡その中で河川のウラ

ン流量は流れとともに戚少すること.すをわち河川の流れととも忙ウランが除去享れることを報告

し.このウラン除去因子の1つは河川床砂泥(沈積物)であろうと考察した｡本報告は,これを招

かめる目的で行孜った実験結果である｡

a 調査研究の概費

已L 調査研究の方法

岡山県上斉原村に所在する中津河ウラン鉱山の坑道排水おエび坑道排水の流入する中津河川托

おいて試料を採取した｡すなわち.坑道排水は除染のための沈殿鞄忙入れこのオーバーフロー

水が中津河川に流入してぃるので,沈殿他のオーバーフロー水おエぴこのオーバーフロー水と中

津河川との合流点.これよカ約200m間隔でt200m下流jで.さらに合流点の100m上

流の各地点で河川水2β,沈積物約さ軸(湿重量)を採取し,同時忙河川の流速および断面秩を

測定した｡なお.試料は1968年8月7日に採取した｡当日の河川水の状態は無色透明で浮遊

物も認められず.最大流速は瓜9m/8e¢で.沈積物が巻きあげられる状態ではなかった｡

lリ序章皆は日本放

る5

t 指
昔

【ランの環境汚染に

ヰ}ておりI水耕栽培

今川は.ウラン忙よ

軒ご.黒色火山灰土嘩
′cEC:て7-n¢q

(KCl)〕忙ウラユ

収埠行おエび乗部忙毒
ユ 調査所究の概要

ニl調査研究の方ま

風見土塊1幅忙対

空のち註癖と十升



の吸収移行軋成長の初期忙おぃては高くt成長が進む忙つれて低くなれこの関係は.指数酎

で表わ卓れると考察された｡

(本章旨は.日本放射線影萌学会第12回大金忙て発表した｡)

るd 日本近海海水および海底土¢核種分析

海上保安庁水路部

○塩 崎 愈

1 緒 言

11 目 的

日本近海忙おける海水おょび海底土中の放射能を測定し.放射性物質の分布とその変動を調査

する｡

1ヱ 調査の経緯

海水の核種分析法の開発

昭和34年庭以来t主忙日本近海海水中の放射能の測定を行ない.海洋における9Qs-..即c..

1=c｡等の人工放射性核種の水平おょび垂直分布を明らか忙し.現在忙至るまでの経年的な変動

の調査を行をった｡

a 調査研究の概費

ぇ1 試 料

つぎの海域でそれぞれ20ゼづつ表面水を採水した｡
畳遵耶脾蛤 轟Rl【同伴･正
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放射性降下物の減少した最近忙おいて軋仝β放射能のかなカ0部分が天然の放射能忙エカ占折

れているため.人工放射能の変動の調査のため忙北L.これらの天然の放射性囁種を分離ナる方法†

開発する必賓がある｡

また.全国的に統一された全r放射能の判定法の開発が必要である｡

る8 海底土中のlO取uの分析法

厚生省国立公衆衛生院

岩 島 滑t 山 県 畳

1:緒 言

使用済み燃料の再処理工場から低レベル廃液が海洋忙放出されるが.その主賓な放射性成舟でも

るととも忙.化学的忙複雑な挙動をナるルテニウムのモニタリングのための分析法を確立ナること

は.公衆衛生上の措置のため忙きわめて重要である｡前回比,海産生物中のl=Ruの迅速簡易左

分析法として.灰化試料を担体とともにアルカリ融解.緩衝溶液の共存下で四酸化ルテニウムを四

塩化炭素忙抽出分離し.ついでアルカリ性溶液把逆抽出したのち.ルテニウム(Ⅳ)酸化物を沈

殿分離ナる方法を考案し報告した｡本報では,ルテニウム担体溶液の調製.沿岸海底土から川偏

の各種酸忙よる抽出条軌酸抽出液からの･…机の分離忙前出の分析体系を適用享せるための詳

細な条件を検討する｡さら忙本分析法の実試料への適用として敷か所の海底土中の川¢Ruの定肯

を行左い.また他方と比墟検討する｡

已 調査研究の概要

已IlO`Ru一海底土の調製:人工海水中忙…鮎Ⅳ○(Ⅲ)タロロ錯体を投入し,放置した状態

ては.上記のどの

1与島 7ルカリ性て

蛸な酸化分離控

ぇ耳6･ルテニウム広

した｡

ユl了 本法の収軸

l結 語

Lユの結果から一
三

車瑠･.､雌をうることゴ

軋還送二誌墓誌∃
封｣如.Y仙人G▲TAt

phyさi‥116,

L 緒 言

195G･年(昭芽
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最近一年間忙三日

主にホから夏忙執

このことは春矧

→勧㌧壕が発達しI

カ1つて日本海で明

岡持に前年恵みと

今後の開港とし

.っ車暁討がある0



えられた結果を表1忙示した○さら忙t196針年から鴫如核種蠣の傾向を一国lおょ

び2忙示した｡

表1日本沿岸表面海水中の放射性核種濃度

採水地点

浦底樗

丹生湾

小名浜

採水月 日
三

重産(pci/β)

196嘩11月

196時1月29日

a月19日

丁月1日

α15+且02

瓜21+瓜0き

吼2むト瓜02

瓜22+且02

1967年11月

196時1月29日

3月19日

丁月1日

n48±且04

乱丁l±nO8

且70±瓜04

瓜50±且08

且Ol±且01

nOl±且01

且05±瓜02

■■■
860+瓜05

瓜ヱ4+丘03

826+瓜05

吐2き+且82

吼48±瓜04

n5T±瓜03

且50±瓜04

且49±804

196丁年11月

1968年 2月

6月11日

196丁年11月

1968年 2月

6月12日

且80+瓜02

瓜3T+mO7

且31+瓜05

瓜T5±且08

皿65±且04

瓜65±且04

仇04±且01

瓜06±且02

~~■■
且2トトα04

瓜きl+mO6

且48±瓜08

瓜89±且04

且05±α02

瓜10±α01

1968年 2月

5月2丁日

瓜20+瓜02

瓜2計卜吼04

且62士吼04

m75±且04



90srは･明らか忙負の相関があゎI年々滅少してぃるが･1"c8では相関性が見られず,前年

度とほほ同じ値を示し払このため･lき七さ/=s-比の平均払且6と前年産忙比べ高くをってh

l=ce軋1966年まで減少し･1…咋忙最低となったが･1968年堰かけてt増加

の傾向がみられた｡

41 太平洋海水の‖けCさ､帥S一

気象庁 気象研究所

三宅奉軌○旗橋勝子t 葛城幸雄

杉村行勇. 金沢照子

海水中のl叩caぉよび帥s-の分布忙関して一北太平洋忙ついて軋年年の測定がつみ重ねら

れt水平卦よび鉛直方向の分布がかを少あきらか忙をってき転

南太平洋につぃては･測定点が幸わめて少帥01988年I南太平洋の表面海水および深海水が

㌘子宝冒了tこれら町剛定結果を入叱南北両太平洋把おける…cさ･帥s-の分布を離ナ
表l13Tc8and 90sTizHeA

YAterin North And South P8Cific.

L 緒 言

廟羊の放射性杉

もため忙.前年康

之 試料おエぴプ

三陸沖の1点い

甘は昭和48年1

分析方法は帥

兢′ミックダラウ:



強度減少比類他心傾向である軌…～l000m層で増加の傾向が配られ･と九は紬て暮

ける顕著柏射性物質の降下忙由来ナると考えられる○地表面忙おける確度壮昭和42缶軒1

れと比概して極めて低レも

4古 沿岸海底堆積物中の放射性核種の濃度

放射線医学総合研究所

長屋 軌○中村軋 佐伯誠遇

L:緒 言

錮去れる8染御

幸とらえること弁

才わ㌔

利幅中の伺カ

1ヒぷ宝器諾卿はの塩朝
一ド牒¢堤細がわゴ

らいごlら19‰

村仲らなhJ

海洋の放射性核種艦上る汚如研究の一部として･沿#堆積物中への放射性核種の誓傾宜しる†

め把前年度忙ひきつづき海底堆使物中のIQs-一冊c滝上びl一一c咄分析を行をっも

已福芸芸子羞認諾び茨城県沿岸の6地点で｢カ凋｣採泥器む使用して瀾表面柵埠
堆棟物を採取しも試料数は42軌採集期間は昭和4坤6月-4針年11月であっ塩

分折方法は前年度と同じである｡

良 港 果

舟析結果を衷1忙示す占カリコ内の数字比試料赦である｡

表1=海底堆積物中の放射性核種平均濃度(pci/軸･drr)

地 域 l押c■ 1It

cモ
叫一 恵

yビヤ川河口域-

イせ㌔それ忙

j鞍レ正えた値

･飽から放出され
寵¢変換時間忙

今回は.以上

の甥群が.塩素

オーダで･コロ
別に.ケイ酵

巧輔如;あって
呼称本について

､･㊥!:川の古いカ



表1北大平群西部海水中の3H強度

Da t¢ Lo¢■tion
Deptl

(メートル)

Aug.14 ′58

Aug.1T ′58

Aug.25 ′58

ⅣoY. T ′58
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■hV′

5一旦UuA

95
′
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●guA
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Tウ】

00

お2
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5

0

0

0

aOOⅣ 1T50E

8¢0Ⅳ 1T50v

E
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6A】lⅣ
0ウリ

8

E
OnV■｣ロlⅣ0老

.
■
-

ユ∬

(T.u.)

l邑l±瓜3

1毘6±皿8

已9±且1

且8±瓜1

丘0±且2

Ll±吼1

且T±瓜l

丘4±且丑

0

1L2±82

丘6±α2

瓜62±aO9

1且5±且2

815±αa

12±且1

1且0士且2

1aO±mヱ

74士吼1

12.T±吼l
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内ての分布.

1た季節変戯
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軸軌196咋夏およぴ196時折数回の航海忙帥て･北太平洋西部1520川上

の数点における表面水･∧丈島東方海加東封000巾せで卵層水および深層九日車軸隼托

数点忙お吋る表面水および深さ…Omまで印層如上び床層水･などを採札て用他

藩水密･船上で500紬殿槽に採取し･ただち忙水靴鉄の沈殿を作って･プルトニウムを亡

れ把共沈紳･ろ別して実験室忙もち帰る｡塩酸忙再解したのちt鉄をイソブロビルエづ哺エ

る溶媒抽出で除ぃたのち･陰イオン交換法忙り･プルトニウムを舟艇ナる○分離したプルトニウ

ムは･ステンレス坂上に電着し･半導体検出器と100チャンネル故高分析器と組合わせた掴

波高分析器によって.定量する｡

a:結果と考察

分析結果を衰1.2.3托せとめた｡

表L Plutoniumin
the YO轟t…North･P"ific SurfACe

W=モー8:軋r t｡▲叩･Il旦j7(古00』)
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(節)

150058′

1古lOo2′

15lOo6′

150056′

15lOoo′
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0

3乱06

3岨4点

さ179

きt86

8198
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北太平洋西部海域の東面海水のプルトニウム含量吐･18～22×10-1与-〟である｡

また･日本海の表面海水ではさ-20X10~15ダ/瑠の値がえられ転
表8忙示すよう忙･八丈島東方海域の深封=omの海水忙はt

a9XlO-15招.臼叫
中部で･ヤ酎aOOOmの探層水忙alX10-1与タ〟のプルトニウム含量が恥だ触る帯

槙実鮎帥忙生成するプルトニウムの同位体のうちで･主要左横種は230p祀如が.そ1

他忙t少量の238pu(239puの数パーセント程度)も生成される｡
放射性降下物の研究からわかるエう忙･拍pu/彗祀は年年増加して掛れこれはl=1

年4月･インド洋上空で摘p=TⅢiをつん鮒M衛星が軌道忙の旺こなって酢楓

たこと把もとずく○現在の2拍puの大部分軋との衛星の事故忙ゆらhするものであろう｡

海水中の238pⅦ/2鍋pu比払196咋夏･北太平洋西部で丁～28痴-1968年証.日

本海表面水で16～88痴を示してぃる｡

これらの2隼u/23gpu比は･196T{十1968年における放射性降下物の中の2拍pせ/

…pu比忙対応するものである｡

賭

d5毎度忙太平

茶づいて,そⅥ

l.甜相席生物放射

l.t.東京湾･相模蘭

けが例年同様他

`'⊥⑲pC埴灰を示
テンナウコが高く二

晩適いたネタトy･
酎､ものもあった

もり;全般的にバ

l.ヱ プラyタトy劫

和､栴域は鹿島淵

,たが今生度東方

現敏は東京湾を卓

示ナものである○

ゥたく換出され1

てお虻1東京湾】

,ている｡しかl

号抑



碑･

ユ.去
高域海産生物

■
■
一

一_2■■l▲■〇一〇-E1t-Tt-`'一■-■■一t
▲J

図1.水系別 航海次別ブランクトン全ぺ-′平均放射能

大気圏内核実験時期

1･5 ネタトyの全β放射能が58以上を示した出現比率は4占･ロ喀で佗ゞ倒産同様である.全β

放射能は0-115pCi/塵灰の範囲内忙あってほとんどが′りタグヲyド忙近い値を示した｡

深海性魚顆についてはアナダラ｢St.丑2,房捨沖,45血1.2月,採集膚1.280m〕む

碑併行かた横召

拙未虹庇は動物ブ5
,サキイガイ･丁プ

軒軒掩われたoi

スサピノりをど椚

′仔灰.褐藻塀;1

pcL′g灰･触

いという傾向はみ

ユ.1ブランクトン放

く.ほとんど同じ

巧告比較するとI

pci′官灰)の

捕須賀港付近は5

東京湾と横須賀轄

ごさ 未鉱産は45勾:

鑑8月,1.2月折

ら九る値は,こ仁

種の全β平均放身

ながら変化の少宅

は1.OpCi′‡

七変化の敬しい雪

占月に封ける高l

か明らかでない〔



ヰ8･南太平洋ピンナガ¢r繚放射性桟饉

水産庁 東海区水産研究所

0川 崎 典 子

"yスは敵平群ムルロ丁環礁｢21･05ロー呂･1･王8｡47■耶で1.9=和一1.0

月忙d臥=d7毎ト7月忙柑碩軸師如てきたが専ら忙1･9d8金柑月忙は2メ

ガトン加水爆軸を行如た○と摘郎ビ吋机メ′叶およぴキハダの論壇で如てわが包
J._ L ■ 山膿..__ _

_J｣_.__..､.

からも出漁している○南太平洋のビンナガ,Thun叫島

と考えら九ているので,1.9d d

倭を分析した｡

■l■111ng乱

年以来南太平洋で漁獲盲

は一つ¢系統群把属ナる

九たどけガ忙つぃて一癖放射性戯

乙 調査研究の概要

2･1･試料封よび分析方法

仙口丁鋼周辺の水域で最も漁獲量匂多小ビ吋ガを僻した｡僻触頼義で鵬乱

血合肉を除いた内野部をd5800で灰化し転こ碩舟1･80､1･50gを20ロチャネル

シンチレーション波高分析器Ⅷり:1｣血相1･Oqm)を用いて1･0方砂醐した｡えら

九たパルス波高舟加灰紳忙含触る山Eのr削l…翫†沌加ビータ鴫高計数

チ十如の位靴上ウて桐時¢ドリフト複ど忙上i試料ことか{M政敵加チャネ咄

瑚 帽C 1t氾 柑0 t一¢ l袖 lJJ

茫のすれを萌

布告差引卓I

値から
lO

ⅡoY).

_111Pr
r

の光電ビータ

ムを試料と声

た｡試料中¢

比較して求由

:.2 分析陪果

表1.忙示しプ

軌範田内忙;

lllc¢+

す九も低い-



1 結 帯

==軸よぴ19占8毎忙南太平洋で細卓九たビンナガ忙ついて5佃n,帥C｡.
指名n･1q8R町∴冊c8･ll▲co濃度を測定したが異常な値は辞めら九をかっもしれJ

ランスは1970和もこの水域で核実験を抒モう計画であると報道卓九ているので･今後とIt

視ナる必要があろう｡

49t サクラエビの書Osr- …c古漬度の経年変動

水産庁 東海区水産研究所

○南 迫 洋 子

1.緒 呂

卓きに著者は19d4･占5毎にわたゥてI食性おょび生態の異をる海産プランクトンおょび一

見藻顆24種の 9Qsr-1"c8を分析した○その結果は帥Sr濃度はプランクトント2pCt

/上官-海藻2､10pCi/kg.魚貝顆軟勧銀0.1-1.OpCi/kg,‖けC8鎮圧はプチ

ソタトンおょび魚且藻類をっうじて1-10pCi/kgであった○またストロンチウム単位は榊

1･2～2･2f魚且塀軟粗放D･1～2･ロ,セシウム単位は海藻,魚見事軟租税をつうじて1.2～え5

であって海藻のストロニ′ナウム単位が魚且顆歌曲低のそ九の10借であった点を除けば種類把上る

大きな相違は認められなかゥた○このような庶具忙もとづいてIサクラエビ,Sorg悶t●占

Ⅰ聖竺旦,を指標生物忙用いて日本沿岸海産生物の聖Sr.叩C8溝匿の1

変動を検討した｡

2一 調査研究の概要

Pd5毎以降の柁丸

サクラエビは･休長5口mm紅蓮ナる発光エビであって.大陸棚崖から沿岸表層にかけて昼夜垂

郎脚は東川示

如Ciハgの拙

筆ぞ㌘れ即2～
語

はじめ忙のぺたよう

Lたがゥて･19占5

君三三ご本末平郎
呵}

≡ニ脚5B鑑厚以騨

†州性陣F物忙上j

して
‖甘日

比科魚は.2つl

貯摘t内膳忙掛

金魚体の叩Sr

て故眉倖忙達して

雉位別にみると
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種類忙よる差は･掴sr･即c8軸共忙7ノリが低い値應示した｡r表1)

表1海藻中の放射性核種

採集地名 採集年月日 種 類

帥sr

~-----■-･-･-■

l抑c8

軍主意ご穿卜如止軋 U.

pl/100才

風乾物

新 潟
19dヱ 5 テンダサ 2.7 貫9 1.d 4.1

4.8
占 ワ カ メ 2.8 占5

福 井

19dヱ 4 ホンダワラ 5.1 貫8 5.8

一■■】-----■-■_

5･2
d ワ カ メ 17 ま7 2.7 8.d
占 ホンダサヲ 2.5 丘9 14 4.1

1ロ8
d ワ カ メ 40 丘5 51

福 島
19dヱ 占 カ ジ メ

■

2ロ.ク 4.d 2.2

一一■■--一-一一-■■-●

丘5

ま占
占8.5 ワ カ メ 8.9 4.2 史5

済 城

19占ヱ占

1ロ

d日.2

丁ラメ

アラメ

フノリ

2.2 4.2 4.8
▲-■一一-･--一一--■■-■

5.7

1.2

1.0

4.7 1.7 ヱ8

14

広 島
19d8.1

ロ

ワ カ メ 2.4 4.5 1.5
t■･■■■■･･････■1一一-■■▲■■_

貸5

丁叫 4.5 1.占 12.5 5d

52■ 貝殻中の=S r¢濃度



表1年合評別の人骨中の 州民r濃度

重合群R.U. rpCi帥貝r/i駄)

胎 児 0オー-4才 5才一19才

試 料 敷

島.u.最小値一最大値

平均値土標準偏差

2占

甲骨且封

l"血.45

試 料 敷

島.u.最小値一最大値

平均値士 標準偏差

17

8.8掴エ8

t5由.44

王8

0月N57

2朗±101

45

ロ.5ト且57

1引吐皿54

44

05計ゼ50

141土oJ7

試 料 赦

s.軋最小値一最大値

平均値士 標準偏差

5d

104一々52

19由.55

14

2上IホJ12.88

5.出52

58

12:トゼ5ロ

2月由.22

試 料 教

員.U.副､値一最大値

平均値士 標準偏差

12

1.5銅d9

21也,55

15

2.0村1.88

5.11曳85

試 料 教

員.U.最小値一畳大値
平均値士 棲準偏差

27

t4叫月1

2月吐□.75

2ロ才以上

ロ.ロかヰ王5

0･45!刀さ1

叫
-
′
.
9

5

二
･
一
l
血
-
ヂ
冒
こ
-
二
ビ
唱
J
止
象

t岬

'一

l

l

また.19d2

否定して,次式上

その括果4才お

九た｡

D ヨ



三thた=貝r昨

.す脚坪内忙那
●㌔

i一 丸曲の収娘j

現在tで忙幼年

乳歯調査票の苫

堂兼)忙舟現l

としl■○請r

J2 定 貴 方

乳歯中の=毘

郡法忙上る原二

に上旦行なサブ

7王 乳歯の,臥

Clrエナメー

て比較検射し】

コd 乳歯中の封

閑束地方.:載

2ロ,000本

栄華別おょび

こ九らを平均

がえら九たn

15 乳歯中が○

国1吐関東地

毎生れの子供



ものであるnほ菅栄♯忙上る乳歯¢

日長r濃度の差異は.図忙みり丸尾

康忙1955毎まではその差がみら

九をかったが,1954年以降から

･母乳栄華のもの紅くらペて,人工
栄華で托厨‖･8借I振合栄華では約

14借と多い価がえら九た｡

図2は東海地方における1,50

軸1ら19d2毎生九の乳歯中¢

80sr濃度諷定の結果をまとめたも

むであ旦,その傾向吐,関東地方と

同程度かゃや多い上うで鼻る.

国王は1Pd7生から乳歯収集を

始也た北陸地方の測定括具を示した

も¢で.検体教が2-5倒平均のた

め不十分であるが,関東地方む乱せ

中が○畠r獲荘忙くらペて高い傾向

がみら九た｡放射性陣F物,土♯等

で某日本は嚢日本にくらペて-帥sr

濃度幻高いことが報告書九ているが

乳歯中がOSr濃度でも同じ様相が

認めら九た｡

2.d エナメ月レ甘⊥血ぢF甘rhォ､■O t!_■■

固2

15

Contont8 日l馳l職n
鵬亡i血○肌加8thrTohり

争

介して直♯右脚ヒ｣

1られる0

1侍 帝

劇土日上う忙乱世中

と旺一九た放射性物

暮･H嬬礎的資料とし

と出生後忙とカ

.､て■幡検討ナ五凸

兼1
…

Ⅶu

1957



55 人骨ならびに日常食中のプルトニウムの測定

放射癖医学総合研究所

渡辺侍信一岡林弘之■田中義一郎

プ叫ニウム蜘トロけサムと同様⊥体内では骨に蓄積ナる軸の一つである｡

れトニウムー259接α放射体であること｡骨で輔効半棚が約200年であるととから一

横軸に上る抽性降下物の影響虐考える場合間呵とを欄である｡こ硝種忙上る鞄軸を

知ること｡食品から哺と骨中綿瑚細ることを目的として鞄師鮎てhる｡

骨試料應肋骨を札幌･東京･京都･大阪にて触し一醐･過酸化水素水む用hて湿珊ヒし.

陰イオン変軸牌を用hてブルトニウ相身恥凱不鋳鋼聴粧筍着したものを伸べクトりト

叩上川定し九日常触札幌おょび京軸区上欄したも拍電気卯上崎ヒし一上鮎方
法忙上けルトニウムを舟触測定しも

表1托渦中ブルト可ム蒋鹿碑別･地区脚均掛川年平均線厨〔=確度潮

範囲〕を示した｡綱島｢陀日常如値を脚乱た○骨軸プルトウム鮎は一d針年で刷

0･08さ-0･004pCiである｡地姫は帥srの骨中疎庭番苦しく帥｡年令別確度差も無

くI性別mる勘も認めら九帥｡線量且同年度の00sr忙上る鮎桁数鯛じで10キリレム

諾芸‡三誌定量是認日芸ご漂≡･･≡∑誓∑三去孟≡完工三三漂去;芸三豊哲

卸 …puの甘中平埼重度慮らび忙平均線盈

d.考 察

冊ヒ管からの空

ゴこl桁轟くても一

したがって■葺

､傍Ⅶされたものj
Lてぃることは】

き軍ナるものと∃



5d 名家畜骨中の帥昌一の濃度

農林省 家畜衛生試験場

林光吼㌔ロ藤二臥囁栢怯

前年度に引きつづき豪富骨朝貝rの舟析を行なゥも舟析試料は昭和44年5月から7月忙か

けて採集したもので･採集地吐従来どお力北海道十東京イ寿爛蹄=㌧東京rと篭り.宮崎むd如

であゥた｡しかし試料数は前年なみ

に各地点平均して採集ナることがで 11

きなかゥた｡射場r分析は,大腿骨 1抑

骨満都の骨灰5Dgを用い,発塵硝 抑

叡法忙上ウ転 抑

舟析成頗は表1お上び表2忙示ナ0 8.U.叩

また昭和52年分析開始以来の･紬む 仰

濃圧の毎次変化比国1に示した｡

表1忙示ナことく,属骨む総平均

帥8r土は.5占.古土1電王B.q

て昨年広=i2.0土14.5S.Ⅴ.忙比

べヤヤ低い値であった｡総平均では

掛1ロ喀の低Fではあったが.今年

は.例年比戟的低い汚染度を示ナ宮

崎からの材料が入手できず.その平

均む中忙合一九てい覆いので,地域

的忙は北海道封上び東京r家衝試)

静

lO

那

加

10

0

ー5丁一由'さ9-帥｢机'62'肩'糾t侍I郎I8T一問t相

席 取 年

回= 牛馬書的畠rホ度の年次変化

亀 嵩 道

t 京

一家帝拭)

平



表2 牛骨帥島r濃度 r昭和44毎)

年 令 昂r/1000.C■ R.U.

ロ.王51

0.185

0.4d9

0,519

ロ.4 24

55.5 + 0.28

42.5 土 0.50

25.1土 0.25

2d5 土 0.24

5ま5 土 D.27

0.590土ロ.1さ0 l52･古土エ01

東

｢家衛誌)

0.古口7

0.2d7

rt王27)

22.9 土 0.22

5.2 土 0.18

エ7 土 0.20)
ロ.287土ロ.028

京
)

場と

束
r

5

5

d▼

■さ

■ユ

l〕

0

【U

0.549

0.501

0.王19

0.247

0.2d5

0.258

き1.d 土 0.2占

12･1土 ロ.1d

12.0 土 0.1d

里1土 0.14

5.1土 ロ.ロ8

5.4土 乱09

0.52王土ロ.ロ9d 11.9土1ロ.4

t 緒 盲

目学技術庁町

2 拭 料

地海道〔札幌

.奥村成人の調

1実験おょび

19占8毎2

pci/d/p

pCi/d/下

17pCi/d

止郡市成人でコ

pci′d/】

pCi/d/】

一一方,

1包丁

pCi/d/

1ロー11打

開をつうじて

市と農村の平



即 日常軸の帥餌軸rlPd8年‖‖

群 帥昌一pci/d/ C且mg/心′

北 海 道
都市成人

農村成人

p

鼠1+8.9

p

王8ヱ9

昂.U.

2ま5

R8+α?
■■■l■ 4タロ.8

20.0

新 潟
都市成人

農村成人

王占+ロ.7
■ き04.? 24.9

2且ヱ±2.1 王7丘d
5翼1

東 京
都市成人

農村成人

&7士nd 5d8.5 18.2

丘4土0.d 54ま4 18.d

大 阪
都市成人 1t2±11 4810

2吉.5

1ふ5
農村成人 5･d土ロ.5 三吉8.8

福 岡
都市成人 =川+15

■■■ 40丘4
王2.ロ

15,

農村成人 14･7土td 925.9

黄玉

北 海 道

8常食中の剛周r凛僅(-9d8毎一口ー11月J

00恥pCレ叫

8.ロ+0.8

■
_

q=喝ハレp

25tロ

S.ロ.

54.d

托

岡‡
_←

‥_二｣_



表d 日常食中のl打C8濃度 r19`8年1ロー11月)

郡 l~"c8pCレむp Emg/d/p C.u.

北 海 道
都市成人 2占.1+2.5 15王賃0 2□.口

農村成人 2鼠4+2.8
t■-

20王8.8 15.d

新 潟
都市成人 212+2.0 15211 111

農村成人 さ4.5+王.2
■■

125Rl 1d.d

東 京
都市臥 15.4+t5 185丘0 1tl

農村成人 18.1+t8
【■

12`d5 12.7

大 阪
都市成人 1王占+t7 125dO 14.0

農村成人 12･1土t2 1d80.0 1ロ.5

福
都市成人 1ヱ8+1.7

-1l
1212.0 15.4

岡
農村成人

n
1貫d+t7 129t5 15.0

■

58.標準食の放射性物質

放射瀬医学捨合研究所

佐伯誠這.0上田春司=鈴木 譲

中村長一,加瀬栄子



表玉 東 京

19d7毎12月

f穀
類

州民r C島 帥ar 1=c8 E l抑C8

p富m琉 pc〆
■.C■

pc〆
中ち

m㌢′
国 pc/

g.E
~■■■●■■-一一-■

4ヱ9
2.A可 2` 9ヱ.7 10.4 217

豆 類.ロ･d9 王d 20.古 tロ 1古0 ヱ7

い も 鞠:0.55 1ロ 王5.ロ 11 2d4 4.2

牛 乳 0.= 180
ま5 2.7 2dO 18.4

卵 0.02 5 4.ロ ロ.5 41 貫王

肉 親 0.01 口 10.0 l王 58 22.4

魚 月 額 0.01 主7
ロ.5 t8 192 R4

葉 菜 類 1.21 5ロ 24.2 tl 558 ま王

根 菜 類 5.52

●

2d
1さ8.5 0.P 248 5.d

計おょびS･U･ 8.占5 5占7
2ま` 20.d 17d8 118

表4 鹿 児 島
19占7年11月

1"屯

pロ!/
慧ゾ

真

正

い も

牛

卵

内

丸 且

華 東

根 菜

針かょびS



表7 鹿 児 島

19d8毎d月

90Sr

影
帥汽r l"c8 ンニE l=cさ

一

p焉 p霊 p震寓 p霊
穀 額 0.78 2王 5王.9 1ま1 27d 一三5

豆 朝 0.55 22 24.1 t7 157 12.4

い も 敬 ロ1d 7 22.9 2.ロ 277 ヱ2

牛 乳 0.85 1d5 5.1 4.4 2d5 1丘d

卵 0.05 15 ま8 8.5 2丁 111

肉 鼎 0.01 2 5.0 t5 d8 22.1

魚 月 額 0.0ヱ 17 t2 之5 240 10.4

葉 菜 類 4.08 15 272.0 2.1 40` 5.2

根 菜 類 1.01 19 5五2 瓦A 2d8 1エア

計おエぴS.U. エd7 281 2dd 5tロ 19dd 15.9

59.昭和l古
およぴ-1 研印刷Sr

厚生省 国立衛生試験所

ニき……‥~
Produ¢t

-■■岬一一一-■-■~

山車‥19dT

山n.I19d8

I血r亡hlす

巾ril･す

1考察おょび1

′100gと1一

てあ,た｡国産】

放て配合しで

4.文 献

1)二計7回

2)牙8回

5)牙9回

り オ10



2.結果おょび考察

製品ビール中の帥sr濃度の製造年別変化を放射性降下物の帥srの降下峯の年次変化と対比卓

せると回1のエう忙なる019d5年忙ビータがあらわれて‡8.pCi/彪の値を示しItOsr

の降下奉の高かった19d5年上わも約2年連れてヒータが存在する｡しかし.こ¢ビータの前任

忙封ける値はI丘5お上びいpCi/戚であゎ■11rc8の場合忙此してこのビータは一甚だ巾の

辞1凶 Concenlration of*Osrin b陀r

… 90srJn tX:Cr(pCi/l)

･●･･-
90srmonlhlIdt:[X削t

OnCi州)

JtlOpCl/l --"-137cゝlnl鷲Cr(PCレ1)

8

▲.〇

.
血
｢

ウ】

0

現1.

_.一r~

R

Ⅶ盲示

lI瓜1t 5.18･

SideM. D.52一

llop8
ロ.18

5.88

(10

Tot札1

●11itro



は叫ヒ銀として沈殿せせ放射化学的忙分欄tた○尚定軸㈹…rl抽製伽叶細叫

庇′モツクダ"什ベ一拍サン押上ウて触蝿を虻帥舶れ脚数靴川Ⅰ朗拭

科忙上ウ冊数効率硝正を加えた○測定時間は2ロー10帆自掛軸脚-2叫叩

ウて･対肘る鮒性ヨ㌢素の検出限界虹約1pCi/gで如もー部珊定忙朗血呵

4･結 果えられ鳩巣を衣川示も舟析封よび測定を行沌全期間において楓軸故地

榔添削検出限界忙軋紬ウた｡撤した軸が千乗県紬ける原料乳をょく僧していた

と哺首で垂紬が･以上吼結果からナくをくとも千乗県内で生産紬た牛乳は牙牒回申共棲軸

忙上ウて顕著には汚染ま九なかゥたものと推定して良いと考えら九る｡

表1卓持回中共棲実験鮎原料乳中町放射性叩素

試料採取 採取から測定

年月 日 まで0時間 下

1Pd8.12.29 丘8

29 18.5

5ロ 丘`

5ロ 5ロ.9

51 丘2

51
占d

1

2

1

0

1

5

占

5

5

ヱ

d

8 _

王J

放射性ヨウ素彊荘｢

志韓原酪農鹿菓協同岨合
-

2.5士n5占♯

-一皿91士t2:♯

-一皿50土山.55♯

0.8i主ロ･45

α7ふ士045

ロロ･0士054

04d士ロj2

ロ25士8･48

ロd丘士α`8

pCi/動
農林省畜産軌験場

ロ･25士ロ.55

-051士且52

-8.2P士052

_5d塩にオ1

頼長芸諾芸子ヨ
ーガ凸耕地士]

J9･-dロ生忙J

中正でも紬二
つざに米麦･｣

卑■一っ傾向が能
モか,ここでi

橡 丸山ナいため,

1ヤナいた

野>白米･さl

∋l糾における∃
2 て瑠査研究の1

21放射能調≡

2.tl乗地場f

弼場の水田

調整したの･

2t2 試 ∃

11γC8区舟をゴ

幣とし,まコ

2.t5 方 法

19d5J

それぞ九旺.



っぎ忙,こ九ら土壌中の置換静○貝rの軽症釘ヒをみると.58-59毎忙最高値を示した

が.以後今日まで徐徐陀減少傾向をたどゥてお力,tた地域別忙みると･両土壌とも日本海研

一叱日本>太平洋側一西南日本町傾向が持輸しているととを認めた｡

一万土壌中の置換態1附cBは一部舟析中であるが■既報のデータから上記胡座rの場合と
現似の経生推移,地域差を示したが,史的忙は朝日r>l附c8の関係忙あることを削てい

2.2.2 米 麦 昭和A5毎屈産の小乗r玄麦Jお上び玄米t白米中の帥畏r青畳を分析したとこ

ろ,そ九ぞ九表5おょび衷5忙示ナ結果がえられも全国平均としての帥貝r食卓は･小乗

24pCi/上官.玄米鼠8pCl/tg.白米t王p(コi/上官の値を示し･参考のた略

表5 小麦｢玄乗J中の州民r青畳｢pCi/上官j

試料採取毎度 平 均 値 実測値Ⅵ範囲 例 数

昭和42毎 27 7一-122 12

昭和45毎 24 d･- 8ヰ 12

表4 小麦r玄乗J中のl"c■含丑rpCレ如j

試料採取毎匿 平 均 値 実測値む範聞 例 数

昭和41生 7ヱ5 44.7一-115.5 d

昭和42生 58.占 15.2･- 74.王 12

表忙附記した前年度産米真の帥Rr含量と托ほ同レベルでぁることを認めた｡

表5 玄米･白米中の州民r含丑rpCレ上官j

白米1ま2pL

少あるいは横山

ここで種毎打

モ示し.以後韻

レベル忙tで世

の甘的関係忙毒

ること引酎即

今回はとく忙

食卓間の相即

むしろ陣F圭一

1軽 薄 射

具Fしたことば■i

士輯中佐蓄積した司

一万米麦の核種･

〟忙tて低Fした:

事情した核種の隠

しかし.42･-

レベルの2･-5偉

い怯種の供給源と

今牲盲ら忙兢少す

したがゥて,土

工うことが必要で

tた核種の吸収抑

ぁる｡



鯛酎5毎配えら九た調査結果を中心慣デー相とカーと机そ阻概要を報告ナる｡

前相と同様忙･農林水酷技術会糾朗わ旺錮各蜘画地麒軸削嘲咄

■細雨土壌封上甘来夏の分析帽科昭枚方鞠し･送付琶九てきた試料祀いす九も珊触射
したうえ,9咽r･町c8の核種分析町供した｡

…精r舟紬よ州定吼朴学技術庁損｢放射性ストロソナウ▲分析法(19町川叫

…C8朋子お上び測定は同摘｢七押▲1=舟職(19`叫忙よカ･上記00餌舟柏

科上抽ク娼舶分離し･厚生省公衆衛生院山県研餞重出び籠軸艇理翫研究勤用

定を依頼した｡

4･分析結果と考察

A･水田士購お上び畑土廉

昭和42噸忙軸Lた細土酎作士J摘一醐Tyモニタ▲液抽帖忙上紙ら九た軸

静川島r含量の分析値虹表1忙示ナと射でゎたロー方軸士酌帥餌忙上る放射能汚染レベ

ルの経軸推移を調べて舶と･図圧耐蝕咽めら九た○純水田土釦置桶川Rr含t
カ ー ⊥l-h ●

■当■●
▲ ■h ■.-.__｣_ ......▲_

丑1 水田士壊の置換宙

g C礼′k∫

札
秋
高
金
鳥
盛
仙

幌
臼
田
沢
散
開
台

帥寓r含圭r酢僚Tyモニ

昭和4ヱ∠転9･-1

pロi/1■

1月採取

貴.U.

ウ▲抽出法J

mCi/Eh王

滝
一
札
l
七

持
味
円
末

光

電
甲
大
喝
廿

幌
田
岡
岡
沼
戸
本
川
府
阪
山
木

照
4
｡



mCiノ触

ノヽ

t 全国平均1‡…≡……嘘;血

.･化の分析括晃
一古n

け.水田･畑

土=II光一酢

_ユ9紅忙最高値

一亡とを直接的忙

した水田土塊の甥

!珂レベルでぁる

Tに床敬した作士

ロも凍少してお沌

これらの帥呂】

拾に反映してお力

している｡

一万水田･畑市

城向で推移す古式

>西南日本一太守

このことはI士

苗持した掛阻別

在お農耕地土毒

号托の置換憩■計

托な怪過傾向をコ

B 玄米卦上び

上記試験研究二

理な行虻ウて白



た○覆お玄米のl"C8合音も昨毎同様忙

求めたが｢括して衰5忙示した｡また同乗

忙おいでl"C8封印Srの青畳比を玄米

おょび白米忙つき求めてみた｡つぎ忙玄米･

白米の両核種含量の経生的推移虐全国平均

値を求めて調べてみると.図d忙示ナ経過

がえら九た｡さら忙昭和4ロ生｢一部dl

毎J以降の産米忙ついて錮Sr.1き℃8

両棲軽骨を地域別忙比較してみるとtそ九

ぞ九衷5封よび表d忙示ナ傾向が認めら九

た｡

以上の分析結果から米の…呂r,1抑c8

の汚染忙ついて考察ナること忙ナる｡

米の川角r含畳は囲4から明らかをょ

う忙■昭和58毎をど-タ忙以後急激忙減

少し.d2毎産米の場合.川島r食堂ば表

5忙示したとおづ,全国平均として玄米で

とモカ.前年度産米の場

合とほぼ同じ値を示し.

55-5d年の核実験停

止期間中のレベルを紐持

する忙ぃたった｡

一方1"c島台音をみ
ヱ ⊥ 虫 ■.■_ ト rl●j三 ⊂.′,.

表4 昭和d2虫垂米中のl"C島含丑

地 名
収穫期

42年

白 米

gE′1g pCレk官 C.u.

札 幌

10.5

n91 28.0 22

秋 田 0.82 1ヱ1 21

高 田 鼠29

10.21

8タ5 1ヱ9 19

金 沢

鳥 取

0.84 18.8 22

盛 岡 見15 1.01 18.5 18

仙 台 史20 0.5d 1td 20

水 戸 引ほ 181 史5 9
J.▼ 二三

10.19

貸25

立 川 0.75 ヱ7 10

甲 府 tO5 128 12

津 n71 ヱ7 11

大 阪 1t7 18d ヱd 7

岡 山 151 丘7 5

朱 紫 野 ロ85 エ5 9

平 均 0･81. 1ま2 1■■i

8pCi/hh白米で1･占pC硝 衰5昭和d2生産米中の脚c8対日貝r含圭比

地 名
玄 米 白 米

pCi/kg pCi/上官 Ci/上官 pCi/k

幌
田
田
沢

札
秋
高
金

′0

8

5
.
4

D
.
9

▲ロ

⊥m

5
-
4
一
4

2

l

■U

一

■b

貸

王品

ヱ

l

■-

■l

l

nU

l

ny

8

ロ
.
7
パ
,
⊥

8

ク
ー
l

■-

■-

1

.1
5

d

■L

5

王J

2

8

5

1
･
■
U

l

王J

l

dT

8
.
5

5
.
鼠

■
■
-

pci/鞄
12ら

甚i/晦



が樵忙8純白米忙17喀,…c相加d帆白米糾口感･と如･前垂便朝告し軸t

毎産米の場合と創部司横町結果を示した｡

軋玄紳上粕米中の冊c8/粕r比紬るとト表5忙示したと机･42相糊治

玄米でま75:1,白米で1t25:1と担･両者とも忙冊c8>t80日r咽向掠した｡亡
絹向は前庭荘報告した4卜伝荘重米¢場合忙も劇場ら九一とく忙白米咽合は1押C拍拙机

噌的関係が本調査開始躁特徴的忙鹿他ら九た傾向で銅○したがゥて･両棲鮎掛白米への

配分割合醐異およ桐模様の玄米･白米中綿音差は,ナで硝じたとおカ･l"吼=ま帥恥

忙比し撞斬的忙如拙吋く･ナた体内忙岬る易勤睦も大で如こと忙よるものと郎九る¢

こ亡で･上記の和結果と考察をまとめて･和8咽r･l=ca汚染咽状をのぺると膏謙

■白米弼横軸上る汚染は･大型横軸印加とも帥脚痴種哺下勤経年的曙しく兢少

したた也･植物体茎葉部への直接汚染忙上古静辞が渡少し･主として今まで忙土煙中忙降F蕃軋

た細が桂根的吸収忙よる間断染打供給源と左ウているものと朗九る｡

昭和45鋸産麦r小麦玄まJが○恥骨如分析結果は表`忙示すとお用紙班会師

均として碓毎的靴を求机みると･図7忙示す推移経過を示した｡紬地域別研Sr咄

昭糾1軸軸産麦忙ついて臓を鮎ると図8忙示ナ触がえら九た｡

専ら粕回はd2噸産真の拍餌舟触如一部を供屈して･即c拍豊を加たところ.

表7忙示す結果がえら九た｡紬参考のた蛸生瑚師抑咽r青鬼の分析値を帥て.

冊C8/帥只rを求めた結集は同丑忙

示ナとお虻であった｡

つぎ忙上記の調査穂柴をもと忙小麦の

放射能汚染忙つき考察を試みる｡

小麦の帥牒r含長の経在推移をみると

･園7忙示したとお虻･昭和58企忙大

型核実験の影啓佗上針最高値忙遥l‥じⅠ

黄d 昭和4㌃直走衷｢小麦J中のβ廿日

収穫期

4 玉虫

r含丑

玄 糞

gC乱/kg

8･582

ロ･422

pCi/kg

tた.地域別忙
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毘5

g町kg Ci/kg 吊.U

札 幌 ヱ 2d 4.dd 74.5 17

秋 田 王 2 5.52 d8.5 14 nJ
長 岡 丘 20 4.12 2貸2 7 0.9
盛 岡 ヱ 5 2.8ロ 5ヱd 15 17
岩 沼 丘 22 4.04 28.d 7 18
水 戸 丘 15 4.8ロ 2受7 d 12
鴻 巣 丘 9 5.48 24.5 7

●

1.5
立 川 丘15 5.7d 25.8 7 18
甲 府 丘1ロ 4.88 15.7 d 2.d
大 阪 dlo 4.2ロ 18.d

4 l王
岡 山 丘 7 4.12 15_2 d

5

11
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0.8

17
平 均 ま98 5nd 8
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米27点小麦1牲計=点のl叩略そ九ぞ九分析しつ靴研硝射えら九た｡

ほ1水田土壊の置頂層り彗h含触榊り軸佃､て全師均として即mCL′hがで
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輔値の25紬忙とどまカ･昭和55-5d軸横軸停止細のレベル忙比し著しく高いことが

認めら九た｡また地域別灯核種含量を比凱て舶と一南朝鋸刺ヒ瞞一日本海側>西南日本

～太平洋側の慣向が維持卓九ているととを躇也た｡

一万畑土酌置換憩咽r含卦ま･昭和=相では･金野均として25mCi/抽で.
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t示した｡しかl
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しかし土壊の場ノ

隠さら忙こ打謄
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る｡その理由は

いる核種が経椙

今権こ九らの点
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喪匿舟触･酎ローd5扇でを床取した場合･･畑土軋水田土恥ロー15鴎でそ九ぞ

九484､75･1喀･d丘ト71ロ喀 ロー王0Ⅷでそ九ぞ九84･`一拍4喀.8エロ､

㌢丘2喀がえら九る○未耕地土壌r牧草地を含むJ忙つぃては表2忙示した｡

表2 未耕地土壌中の州民r葎脛舟尭 r叫m酎

宋音

8m
職毎道西部 大 阪 南西=笥 ユヒ盛‖ヨ 山 陰 北九州

叫0
8丘9 5王5 5王2. 5丘2 5エロ `丘8

〔7A合一タ5.1J ｢4丘卜花5J r三三掴4.7J J2丘か･･乃2j r24.瑚4封 r4之シー拍5J

■■セロ
95.9 80.0 8td 74.9 811 899
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l■

r817-9丘7J

､古口
98.7 ,軋d 9亀9 8王7 92.5 9丘5
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L_二5

100 1ロ0 100 1ロロ 100 10ロ
rlOロJ r=H= rlロロメ (10ロ) ｢100J rlOOJ
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任()舶載囲を示ナ○
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如月tでjと比戟ナると･大阪は50mCL′触之忙対し55■福間は79忙対してd2という

値で■蓄積塁がいず九も低くなっている｡
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dエ 上水道水中¢放射性核種の濃度

放射線医学総合研究所

振田 博,平野茂樹,中野恵美子

佐伯誠道

1.緒 言

日本各地の飲料水中の放射性壕種濃度をしることと.浄水場他け古浄水処理虻とtもをう放射性瞳穫

の除去率を求めるために,19dl年12月上少上水温源水等忙つぃて放射性核種の分析測定を実

施して重たが,本報ではひきつづき行去ってきた河川水を源水としている新潟.東京および大阪の

上水道忙つぃて,源水および蛇口水中の…sr,川Ru.鳩℃8封上び`ll`亡母の港庶忙つぃ

て調査研究した結果を報告ナる｡

2.試料採集と分析測定法

試料採集おょび分析測定方法は.前報と同様である｡

五 結 果

上配5上水道忙おける源水封上び蛇口水中の一喝rIl叫恥Il=c8お上びよ1=亡母濃度忙つh

て前報(放医研年報昭和42年鹿179頁-181頁)にひきつづきえられた舟析測定結果を表1

忙示した｡また,上水道浄水過程における各放射性核種の除去率を各年どと忙各浄水場忙ついて表

示したのが表2である｡

4.考 察

1?d8年の源水中の如Sr卦上び11†cd･の放射能水準は19d7年工少低く在っておわ,こ
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衰2.上水道削ヒ処理忙上る各放射性核種の除去率(節)

浄 水 場 癒射性頓埠 19d8年l

新潟県新津市

●OBr 8

l叫Ru 25

l好C8 40

11▲Cモ d7

東 京 都 金 町

帥白r 15

1州Ru 24

liTc島 14

111cモ 占7

大 阪 府 庭 鐘

帥Sr ld

l弼Ru 49

1さTCB 59

川C0 42
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